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融
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戦
時
金
融
統
制
は
、
戦
争
目
遂
行
む
た
め
に
調
達
使
用
せ
ら
る
ミ
資
金
白
性
格
に
よ
っ
て
、
そ
の
準
則
と
方
式
と
が
定
ま
る
こ
在
、
制

及
び
、
各
種
金
属
機
闘
に
封
ず
る
統
制
は
、
あ
し
ま
で
も
資
金
の
統
制
が
目
的
で
あ
っ
て
、
金
融
機
関
そ
の
も
の
L
構
造
業
務
等
の
脚四傍巻=一十五策龍本

費
更
は
、
己
の
目
的
を
貰
現
す
る
に
必
要
友
石
範
囲
内

ι於
て
行
は
る
べ
き
も
の
な
る
己
と
、
従
う
て
、
各
種
金
融
機
関
が
そ
れ
ぞ

れ
に
も
つ
所
の
性
格
は
、
己
白
金
融
統
制
の
寅
行
に
首
う
て
十
分
に
考
慮
に
入
れ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
か
〈
の
如
〈
に
し
て
、

己
の
統
制
が
初
め
で
困
滑
に
行
は
れ
、
そ
の
寅
殺
を
畢
ぐ
る
と
と
を
得
る
も
白
友
る
と
と
は
-
既
に
述
べ
た
る
所
で
あ
可
制
。

と
の
視
船
闘
土
担
、
普
遁
銀
行
に
謝
す
る
金
融
統
制
を
考
察
す
る
に
、
と
れ
に
は
J

今
日
の
我
が
園
の
事
情
に
於
て
は
、
二
つ
白
も

のも
ι
匝
別
し
左
け
れ
ば
た
ら
ね
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
今
日
の
全
園
金
融
協
議
曾
の
構
遣
に
於
て
-
-
一
一
回
へ
ば
、
そ
の
一
は
普
通
銀
行

圏
在
組
織
す
る
大
銀
行
に
謝
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
二
は
全
園
地
方
銀
行
協
曾
所
風
の
銀
行
に
封
す
る
志
の
で
あ
る
が
、
己
主
に

俸
五
十
四
巻

普
遍
融
街
由
一
特
性
と
そ
回
金
融
統
制

第

揖

、
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普
遍
銀
行
自
特
性
と
そ
四
金
融
統
制

傍
王
十
四
巻

俸

鶴

蓮
M
A
る
所
は
、
そ
の
前
者
た
る
普
通
銀
行
閣
を
組
織
す
る
所
の
犬
銀
行
に
閲
す
る
も
の
で
ι

あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
白
大
銀
行
白
性

格
と
し
て
は
、
相
互
貸
借
白
閥
係
に
於
て
ほ
資
金
の
閑
話
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
共
同
融
賓
の
方
法
に
よ
る
の
外
在
き
と
と
、

E
れ

ら
の
銀
行
に
於
て
、
出
融
資
が
出
来
る
た
ら
ば
、
我
が
闘
の
手
形
交
換
機
構
に
於
て
除
、
自
然
に
、
日
本
銀
行
に
於
貯
る
預
ケ
金
と
た

る
闘
係
に
あ
る
と
と
、
従
っ
て
、
賓
質
的
費
金
の
預
金
ー

l
貸
出
資
金
の
預
け
入
れ
に
よ
っ
て
出
来
た
預
金
で
な
い
所
の
ー
ー
が
増

加
す
る
揚
合
に
は
、

E
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
の
増
加
と
友
る
の
外
-
泣
き
と
と
、
然
る
に
、
現
賓
に
於
て
は
、
政
府
の
支
沸

に
よ
っ
て
と
の
預
ケ
金
は
日
々
増
加
の
傾
向
を
辿
り
つ
L
あ
る
白
で
あ
る
が
、
而
も
他
方
に
於
て
は
、
日
本
銀
行
手
持
公
債
の
寅
却

に
よ
っ
て
、
己
白
預
ケ
金
は
呆
増
の
形
を
現
は
さ
た
い
と
胃
ど
に
た
つ
で
居
る
と
と
、
左

E
D
穀
に
つ
い
て
は
、
既
に
遁
ベ
た
る
所
で

あ
る
か
ら
、
本
稿
に
於
て
は
、
そ
れ
に
引
額
い
て
大
銀
行
た
る
普
通
銀
行
白
金
融
上
白
機
能
に
つ
い
て
倫
ほ
若
干
の
説
明
主
施
し
、

而
し
て
後
に
、
と
れ
ら
の
銀
行
に
謝
す
る
金
融
統
制
を
鶏
ぷ
る
と
と
a
h

す
る
プ

ー

今
回
目
我
が
園
の
普
通
銀
行
特
に
大
銀
行
の
機
能
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
と
と
は
、
そ
れ
ら
は
莫
大
た
る
資
金
を
蓮
輔
押
し
て
居
る

の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
そ
れ
は
、
銀
行
に
賓
質
的
費
金
の
集
ま
る
額
が
莫
大
た
か
ら
で
は
た
く
|
|
銀
行
が
英
大
た
る
寅
質
的
資
金

を
も
っ

τ居
石
か
ら
で
は
泣
く
、

1
1
1銀
行
の
取
引
先
が
1

1
個
人
・
合
枇
及
び
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
が
l

|資
金
的
に
英
大
友

取
引
を
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
嚢
に
、
費
金
に
は
貸
質
的
危
る
費
生
態
様
'
と
し
て
四
つ
の
も
の
主
あ
る
乙
と
を
遁
ベ
た
。
そ
し
て
、
と
の
稜
生
態
様
に
よ

る
も
の
が
、
寅
質
的
資
金
で
あ
る
。
そ
し
て
、
己
の
寅
質
的
資
金
は
、
必
A
Y
或
る
形
態
を
も
ち
、
そ
し
て
そ
れ
が
、
通
貨
目
、
そ
し

て
ま
た
費
金
白
「
韓
碕
」
と
し
て
の
役
目
を
す
る
の
で
あ
る
。

本誌、第五十三巻、静六説。
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こ
れ
に
つ
い
て
は
、
我
が
園
の
金
融
機
構
に
於
け
る
、
費
金
白
「
簿
碕
」
放
る
も
白
に
つ
い
て
語
ら
ね
ば
た
ら
ね
。
今
日
の
我
が

固
に
於
け
る
賛
金
の
「
篇
碕
」
位
、
前
惑
の
日
本
銀
行
先
換
器
、
補
助
貨
幣
及
び
臨
時
過
貸
よ
り
成
る
現
金
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
「
一

般
預
金
」
と
い
ふ
勘
定
科
闘
を
以
て
表
示
せ
ら
れ
て
居
る
所
白
、
主
と
し
て
普
渇
銀
行
及
び
特
殊
銀
行
が
、
日
本
銀
行
に
も
つ
所
の

M
づ
れ
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
の
現
金
と
一
般
預
金
と
が
、
ま
た
、
我
が
国
民
於
け
る
通
貨
と
し
て
の
「
簿
碕
」
で

預
ケ
金
か
の
、

一
般
個
人
も
、
事
業
合
枇
も
、
各
種
の
金
融
機
関
も
、
前
述
の
大
銀
行
も
、
い
づ
れ
も
、
己
の
「
響
碍
」
主
用

も
あ
る
。
政
府
も
、

ゐ
て
資
金
の
収
支
を
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

ゆ
ゑ
に
、
例
へ
ば
、
周
和
十
六
年
十
一
月
一
日
に
於
け
る
護
行
高
を
以
て
言
へ
ば
、
日
本
銀
行
先
換
券
に
於
て
、
四
、
七

O
七、

四
八
七
千
園
(
補
助
貨
幣
と
臨
時
通
貨
と
は
未
詳
)
と
、
一
般
預
金
に
於
て
二
八
九
、

一
五

O
千
固
と
、

E
白
二
つ
が
|
|
金
額
に
於

て
言
へ
ば
、
四
、
九
九
六
、
六
三
七
千
闘
が
|
|
我
が
園
忙
於
け
る
、

E
D
日
忙
於
て
形
を
と
っ
て
存
在
す
F

る
賞
質
的
資
金
白
線
額

で
あ
る
。
吾
々
は
、
己
の
、
金
額
に
於
て
五
十
億
園
白
、
そ
し
て
形
民
於
て
現
金
若
し
〈
は
一
般
預
金
と
い
ふ
、
寄
稿
在
、
特
々
使

用
し
て
豆
大
な
る
金
額
の
資
金
的
牧
支
を
友
し

τ居
る
の
で
あ
る
。

現
金
が
、
資
金
牧
支
の
簿
鳴
と
し
て
用
や
ら
れ
て
居
る
と
と
は
、
何
人
も
よ
く
知
る
所
で
あ
る
が
、
現
金
を
用
ゐ
た
い
収
支
の
揚

合
に
は
、
日
本
銀
行
K
於
貯
る
一
般
預
金
在
る
も
の
が
、
そ
れ
ム
」
し
て
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
己
と
は
、
恐
ら
く
は
よ
〈
認
識
せ
ら
れ
て

居
な
い
所
で
あ
ら
う
o

併
し
な
が
ら
、
今
日
の
手
形
交
換
機
構
を
観
察
す
る
-
な
ら
ば
、

と
の
己
と
は
直
ち
に
明
か
に
た
る
で
あ
ら

ぅ
。
す
な
は
ち
、
い
士
、
極
端
に
簡
皐
た
る
揚
合
を
想
像
し
て
、
甲
銀
行
が
、
乙
銀
行
支
梯
の
一
寓
闘
の
小
切
手
(
枚
の
み
を
持
ち

出
じ
、
乙
銀
行
は
甲
銀
行
宛
白
何
も
の
を
も
持
ち
出
さ
左
か
っ
た
と
す
れ
ぽ
、
モ
の
交
換
尻
一
寓
園
は
、
乙
銀
行
の
日
本
銀
行
に
も

つ
所
白
預
ケ
金
、
・
す
た
は
ち
一
般
預
金
の
中
よ
り
一
寓
闘
が
、
、
甲
銀
行
の
預
ケ
金
へ
と
振
替
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
と

一一
一

普
題
銀
行
の
特
性
と
そ
の
金
融
続
制

第
五
十
四
巻

第

韓

一一一一
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普
誼
銀
行
白
特
性
と
そ
白
金
融
続
制

第
五
十
四
巻

四

第

擁

四

の
揚
合
に
於
け
る
費
金
移
動
の
簿
鴻
は
、
一
般
環
金
で
あ
る
と
と
が
明
か
で
あ
る
ロ

乙
銀
行
の
取
引
先
た
る

B
が、

A
に
射
し
て
小
切
手
を
以
て
一
高
園
の
支
携
を
た
ず
揚
合
に
、
彼
は
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
一
般

〆
預
金
友
る
も
の
が
‘
己
れ
に
用
ゐ
ら
る
L
審
構
た
る
こ
と
を
意
識
し
て
は
膚
泣
い
で
る
ら
う
。
伎
は
、
乙
銀
行
に
於
け
る
自
分
の
預

金
が
、
こ
れ
に
充
て
ら
る
h

と
と
を
知
っ
て
居
る
だ
け
で
あ
る
。
併
し
一
た
が
ら
、

A
D
取
引
銀
行
た
る
甲
銀
行
が
、
己
の
一
寓
閣
の

小
切
手
を
受
領
し
て
、

A
D
預
金
と
注
す
と
い
ふ
己
主
は
、
甲
銀
行
が
乙
銀
行
か
ら
一
寓
園
。
支
梯
を
受
抄
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

J

て
、
と
白
支
携
を
受
け
る
の
は
、
前
渇
の
如
く
、
乙
銀
行
の
日
本
銀
行
に
も
つ
所
の
預
ケ
金
が
、
そ
れ
だ
け
甲
銀
行
白
預
ケ
金
に
振

替
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
た
は
ち
、

B
の
小
切
手
が
動
か
し
た
る
簿
腐
は
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
一
般
預
金
友
也
で
る
る
?
と

の
簿
碍
が
動
い
て
、
初
め
て
、

B
の
A
に
封
ず
る
支
梯
が
成
り
立
つ
り
で
あ
る
。
現
金
を
以
で
す
る
以
外
の
憾
で
白
資
金
の
牧
支

は
、
一
般
預
金
を
以
て
な
さ
る
L
も
の
で
あ
る
と
い
ム
の
は
、
と
の
と
と
を
言
ム
の
で
あ
る
。

吾
々
が
日
々
牧
文

L
て
居
る
金
額
は
、
寅
に

E
大
友
る
額
に
土
つ
で
居
る
。
例
へ
ば
、
昭
和
十
六
年
八
月
末
日
目
車
に
、

日

だ

け
を
見
亡
も
、
全
国
五
七
六
ケ
所
の
手
形
交
換
所
加
入
銀
行
に
於
け
る
吹
納
高
は
、
現
金
、
手
形
、
小
切
手
等
主
綿
討
し
て
、
十
四

億
閣
を
超
へ
℃
居
る
。
己
れ
は
、
首
時
白
一
般
預
金
(
全
部
で
左
く
、
そ
白
或
る
部
分
)
を
以
て
冶
決
済
せ
ら
れ
た
白
で
あ
る
。
も

し
、
銀
行
以
外
の
締
て
白
牧
支
を
計
算
す
る
と
と
が
出
来
る
・
な
ら
ば
、
前
遁
白
五
十
億
闘
白
何
倍
か
に
達
す
る
で
あ
ら
う
。
而
も
、

己
白
牧
支
の
取
引
に
於
て
、

E
の
丘
十
億
闘
の
舞
鶴
が
、
必
十
し
も
令
部
的
に
動
く
の
で
は
左
い
。
現
金
D
或
部
分
は
、
金
庫
や
財

布
白
中
に
休
ん
で
居
る
し
、
一
般
羽
金
の
或
部
分
は
、
振
替
へ
ら
れ
A
Y
K
静
止

ι一
て
居
る
。
併
し
、
ま
た
現
金
の
或
る
も
り
は
、
一

日
白
中
に
何
同
も
何
同
も
支
携
に
充
て
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
い
づ
れ
に
す
る
も
、
そ
の
日
に
於
吋
る
資
金
的
品
川
動
は
、
五
十
億
閏

。
響
崎
白
中
市
U

或
る
部
分
を
使
凋
L
て
行
は
れ
た
り
で
あ
る
。
、



現
金
と
一
般
資
金
と
が
、
我
が
閣
に
於
け
る
資
金
白
簿
鳴
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
必
や
し
も
全
部
的
に
活
動
す
る
と
と
左
〈
し
て
、

而
も
、
そ
白
繍
額
の
一
何
倍
か
に
建
す
る
資
金
の
収
支
を
、
可
能
た
ら
し
め
て
居
る
の
は
何
故
で
あ
る
か
?

て
ほ
、
日
本
銀
行
か
ら
強
行
せ
ら
れ
て
、
日
本
銀
行
に
還
流
す
る
ま
で
に
何
岡
も
何
岡
も
同
特
的
に
使
用
せ
ら
る

L
K
土
る
己
と

そ
れ
は
、
現
金
に
あ
り

ほ
、
夏
め
て
言
ふ
ま
で
も
友
い
。
一
般
預
金
は
、
汗
鴨
川
小
切
手
白
一
般
に
樽
々
流
通
す
る
慣
習
の
少
昔
我
が
闘
に
於
て
は
、
現
金
通

貨
の
如
曹
関
係
に
於
て
、
ー
ー
ー
日
本
銀
行
白
勘
定
に
於
て
、
動
く
以
前
に
於
で
、
|
|
民
聞
に
於
て
悶
縛
的
に
使
用
せ
ら
る
ts

己
と

は
、
む
心
ろ
甚
だ
紗
き
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
併
し
己
れ
は
、
別
の
闘
係
に
於
て
、
そ
の
寅
非
額
を
透
か
に
超
ゆ
る
活
動
を

た
し
つ
L
あ
る
の
で
あ
る
1

そ
れ
は
、
す
抵
は
ち
、
手
形
交
換
機
構
に
於
貯
る
相
殺
で
あ
る
。

い
士
、
甲
銀
行
が
j

乙
銀
行
支
梯
D

一
寓
園
白
小
切
手
主
持
ち
出
す
こ
と
は
、
一
寓
国
の
一
般
預
金
量
動
か
す
と
E

乙
で
あ
る
は
、
前

に
述
べ
た
る
所
で
あ
る
が
、
然
る
に
と
り
場
合
に
於
て
、
も
し
も
、
同
様
に
、
乙
銀
行
が
甲
銀
行
支
梯
の
八
千
閏
白
小
切
手
を
持
ち

向
し
た
と
す
れ
ば
、
手
形
交
換
の
機
能
と
し
て
、
皐
に
二
千
闘
だ
け
が
、
交
換
尻
と
左
る
の
で
あ
っ
て
、
乙
銀
行
白
日
本
銀
行
に
於

け
る
預
ケ
金
、
ず
な
成
ち
、
一
般
預
金
は
、
二
千
圏
、
甲
銀
行
に
振
替
へ
ら
れ
る
に
過
ぎ
在
日
v
。
ゆ
ゑ
花
、
ヒ
白
場
合
に
於
て
は
、

乙
銀
行
は
、
一
般
預
金
主
二
千
固
持
つ
だ
け
で
一
高
闘
の
玄
挽
決
済
を
注
し
得
る
の
で
あ
る
o

前
述
白
如
〈
、
一
般
預
金
D
寅
在
額

が
、
比
較
的
少
額
で
あ
る
に
拘
は
ら
歩
、
莫
犬
怠
る
資
金
の
牧
支
を
可
能
左
ら
し
め
て
居
る
白
は
、
手
形
交
換
税
構
を
構
域
し
て
居
る

多
数
の
銀
行
相
互
間
に
於
て
、
交
換
相
殺
に
よ
っ
て
決
済
せ
ら
れ
る
金
額
が
、
甚
だ
犬
た
る
と
と
に
止
る
D
で
あ
る
。
す
た
は
ち
、

簿
碍
を
用
品
4
〈
し
て
、
而
も
、
相
互
白
力
の
平
均
に
よ
り
、
と
れ
を
用
ゐ
宇
し
て
済
ま
さ
れ
る
と
と
庇
左
O
て
居
る
の
で
あ
る
。

東
京
手
形
交
換
所
に
は
、
三
十
八
の
銀
行
が
加
入
じ
て
居
る
が
、
そ
の
昭
和
十
六
年
八
月
中
に
於
け
る
交
換
高
は
、
四
十
八
億
七

千
九
百
寓
固
で
あ
り
、
そ
四
八
一
割
三
分
六
厘
の
四
十
億
八
千
高
園
は
、
相
殺
に
上
っ
て
決
済
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
己
白
一
ヶ
月

普
誼
銀
行
自
特
性
主
そ
白
金
融
統
制

第
五
十
四
巻

五

第

聾

草



b 

普
通
銀
行
白
特
性
と
そ
白
金
融
統
制

第
五
十
四
巻

六

策

鵠

六

に
動
い
た
一
般
預
金
の
額
は
、
累
計
し
て
、
七
億
九
千
九
百
時
国
で
る
る
。
、
と
の
計
算
で
行
け
ば
ブ
一
般
預
金
を
動
か
す
ぺ
昔
筈
の

費
金
の
牧
支
に
際
し
て
、
貴
際
に
簿
鳴
と
し
亡
働
く
も
の
は
、
そ
の
一
割
六
分
四
厘
あ
れ
ば
足
る
と
い
ふ
と
と
忙
な
る
。
と
れ
は
、

も
と
よ
り
、
車
在
る
一
例
で
あ
る
が
、

↓
般
預
金
な
る
も
の
が
、
比
較
的
少
額
で
あ
る
の
に
、
費
金
的
活
動
陀
上
っ
て
居
る
金
額
が

英
夫
た
る
も
白
で
る
る
己
と
は
、
己
れ
に
よ
っ
て
知
る
己
と
が
出
来
る
。

寅
際
、
μ
今
日
の
普
通
銀
行
D
機
構
に
於
て
は
、
そ
の
支
梯
ふ
べ
き
筈
の
金
額
に
勤
し
て
、
現
貨
に
支
梯
は
れ
る
金
額
は
、
意
想
外

に
少
額
な
D
で
あ
る
。
杢
図
千
形
交
換
所
の
統
誌
と
し
て
護
表
せ
ら
れ
た
も
の
よ
り
、
と
の
事
責
を
指
摘
す
る
と
弐
の
や
う
に
在
っ

て
居
る
。

昭
和
十
六
年
巴
八
月
末
回
に
於
て
、
全
園
五
十
六
ケ
所
D
手
形
交
換
所
加
入
の
銀
行
が
、
牧
納
し
た
令
額
は
、
十
四
億
四
千
高
園
で

あ
る
が
、
そ
白
中
、
現
金
は
一
億
九
千
寓
闘
で
、

一
一
割
三
分
-
一
厘
を
占
む
る
に
過
ぎ
骨
、
残
額
の
十
二
億
四
千
九
百
寓
圏
、
割
合
に

し
て
、
，
買
に
、
八
割
六
歩
入
厘
は
千
形
小
切
手
類
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
己
れ
だ
げ
の
金
額
は
日
本
銀
行
に
於
貯
る
預
ケ
金
を
、

つ
の
銀
行
か
ら
他
白
銀
行
に
振
替
へ
名
己
と
に
よ
っ
て
決
済
せ
ら
る
ベ
苦
舎
の
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
そ
の
中
の
四
億
二
千
三
百

高
園
、
一
一
割
九
歩
三
犀
は
、
偶
々
自
己
宛
の
手
形
小
切
千
類
で
あ
る
か
ら
、
手
形
交
換
に
持
出
す
必
要
注
〈
、
縫
っ
て
、
日
本
銀
行

に
於
け
る
預
ケ
金
主
動
か
す
に
至
ら
・
干
し

τ済
ん
だ
も
白
で
あ
る
。
己
れ
ゆ
ゑ
、
手
形
交
換
に
持
出
す
額
は
、
他
行
宛
手
形
の
八
億

二
千
七
百
寓
園
、
五
割
七
歩
五
回
出
で
あ
る
。
然
る
庭
、
そ
の
交
換
尻
は
、
偲
に
前
惑
の
東
京
手
形
交
換
所
の
例
を
以
で
推
定
し
て
、

一
億
三
千
五
百
高
闘
に
過
ぎ
ヂ
ロ
六
億
九
千
一
百
高
闘
は
、
受
換
相
殺
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
す
た
は
ち
、
繍
牧
納
額
の
九
歩
三
煙
だ
け
が
、

交
換
所
に
持
ち
出
す
高
D

一
割
六
歩
六
厘
と
す
れ
ば
、

一
般
預
金
を
動
す
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

一
つ
の
銀
行
の
収
納
高
は
、
他
白
銀
行
の
支
挽
高
で
あ
る
か
ら
、
右
目
事
買
は
、
と
れ
を
裏
返
し
的
に
推
測
し
て
、
銀
行
全
般
と



し
て
の
支
梯
高
の
内
容
を
察
知
す
る
己
と
が
出
来
る
。
す
た
は
ぢ
、
銀
行
は
、

金
に
於

τ、
一
一
一
一
一
一
を
支
沸
ぴ
、
手
形
交
換
に
於
亡
負
け
と
な
り
た
る
と
き
は
、
更
に
九
三
を
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
主
以
て

支
排
は
ね
ば
怒
ら
ぬ
。
併
し
、
現
賓
の
支
携
は
、
そ
れ
だ
け
E
以
て
足
る
の
で
あ
る
。
す
た
は
ち
簿
碍
は
、
交
換
負
白
揚
合
に
於
て

残
額
の
七
七
玉
は
簿
碕
を
用
ム
ベ
〈
し
て
用
ゐ
る
に
及
ぼ
・
干
し
て
済
む
の
で
あ

一
O
O
O
の
支
捌
を
た
す
べ
昔
揚
合
忙
於
て
は
、
現

は
、
合
せ
て
、
二
二
五
あ
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。

る
。
も
し
交
換
勝
ち
と
な
り
た
る
揚
合
に
は
、
現
金
の
三
日
一
一
一
を
支
梯
ふ
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
白
日
本
銀
行
の
預
グ
金
K
は
、
九
一
一
一

が
加
は
る
の
で
あ
る
。

右
に
漣
べ
た
る
所
に
よ
り
て
、
何
等
D
簿
腐
を
肘
ゐ
る
こ
と
泣
く
し
て
、
資
金
の
敬
支
が
行
は
れ
る
も
白
友
る
乙
と
を
知
り
得
る

で
あ
ら
う
。
勿
論
、
前
掃
の
数
字
は
、
或
る
一
日
の
も
の
で
あ
る
。
乙
の
数
字
は
、
日
に
よ
り
、
季
節
に
よ
っ
て
具
る
は
言
ふ
ま
で

も
な
い
。
併
し
、
大
韓
白
伏
態
は
、
己
れ
と
大
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
か
く
D
如
き
己
と
が
、
今
日
白
稜
達
し
た
る
銀

J

行
機
構
の
所
産
で
あ
る
。
も
し
か
く
白
畑
音
機
構
を
快
如
す
る
左
ら
ぽ
、
莫
大
友
る
費
金
D
移
動
は
、
す
べ
て
、
簿
時
間
を
用
ゐ
た
貯

れ
ば
な
ら
ね
。
ゆ
ゑ
に
、
銀
行
機
構
主
歴
輸
す
れ
ば
、
ず
る
ほ
左
、
そ
の
簿
碕
は
、
現
金
で
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
己
と
ミ
た
る
o
p最
近

の
臼
本
銀
行
先
換
晶
悼
の
著
し
き
増
獲
主
惹
き
起
し
た
る
事
情
の
一
ヲ
ム
」
し
て
、
普
通
銀
行
機
構
の
萎
微
を
数
九
る
己
と
が
出
来
る
の

で
は
た
い
で
あ
ら
う
か
?

坦
円
鴻
銀
行
特
に
犬
銀
行
が
、
貸
出
投
資
に
充

τ
L居
る
費
金
は
、
そ
の
犬
部
分
は
、
賓
質
的
資
金
で
は
な
く
・
銀
行
業
務
上
の
機

構
の
上
に
於
て
創
作
せ
ら
れ
た
費
金
で
あ
る
と
と
も
、
資
金
統
制
上
に
留
意
す
ペ
曹
所
で
あ
る
。

前
に
遁
ぺ
た
る
如
〈
、
金
自
費
却
手
取
金
ゃ
、
外
園
鶴
替
買
却
手
取
金
干
、
政
府
支
梯
資
金
干
、
ま
た
は
日
本
銀
行
よ
り
貸
出
さ

普
通
銀
行
自
特
性
と
そ
白
金
融
統
制

策
五
十
四
巻

七

傍

観

七

、



、

曹
趨
観
行
白
特
性
と
そ
四
金
融
統
制

れ
た
る
資
金
白
如
昔
、
賃
貸
的
資
金
が
、
普
遜
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
た
る
と
き
は
、
そ
の
資
金
は
、
日
本
銀
行
忙
於
ザ
る
預
ケ
金

第
五
十
四
巻

y、
瞳
F

-

郵

J、

白
形
に
於
て
存
在
す
る
己
と
L
在
る
。
そ
し
て
、
今
日
比
於
て
は
、
賓
質
的
費
金
と
し
て
は
、
政
府
支
梯
賛
金
が
、
主
要
怠
る
も
白

で
あ
っ
て
、
そ
の
支
挽
と
共
に
司
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
各
銀
行
白
預
ケ
金
、
す
た
は
ち
一
般
預
金
が
、
増
加
す
る
亡
と
ミ
友
る
は
、

前
に
述
べ
た
る
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
乙
の
一
般
預
金
は
、
日
々
増
加
し
つ

L
あ
る
の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
そ
れ
は
ま
た
、
日
々

園
債
の
消
化
比
充
て
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
一
方
に
増
加
し
つ
主
、
他
方
に
減
少
す
る
関
係
に
あ
っ
て
、
結
局
累
増
と
は
た
ち
左
い
己

止
、
従
っ
て
、
一
般
預
金
の
日
々
の
残
高
は
、
比
較
的
忙
ゆ
z
額
で
あ
る
が
、
銀
行
を
経
由
す
る
資
金
の
収
支
は
、
そ
担
最
犬
部
分

が
、
交
換
相
殺
せ
ら
れ
る
も
の
T
あ
る
が
た
め
)
変
換
尻
決
済
に
芳
て
ら
る
主
に
足
る
だ
け
白
一
般
預
金
を
、
車
且
金
の
稼
脂
問
、
c
す
る

4

ヒ
と
に
よ
っ
て
、
英
大
友
再
資
金
D
移
動
が
行
れ
で
居
る
も
白
で
あ
る
と
と
も
、
既
に
蓮
べ
売
所
で
あ
る
。

E
D
E
と
は
、
ま
た
、
ー

他
方
に
於
て
、
銀
行
が
貸
付
割
引
詮
器
投
資
等
に
用
ゐ
る
資
金
は
、
前
に
漣
べ
た
所
白
実
質
的
資
金
で
は
た
〈
し
て
、
銀
行
業
務
D

上
に
於
て
創
作
せ
ら
れ
た
費
金
で
あ
る
と
と
、
換
言
す
れ
ば
ー
、
銀
行
と
取
引
先
と
白
相
互
了
解
に
土
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
費
金
で

あ

る

と

と

を

物

語

っ

て

居

る

の

で

あ

る

。

、

い
ま
、
夫
殿
省
費
行
に
か
主
る
全
岡
銀
行
主
要
勘
定
調
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
六
年
九
月
末
に
於
け
る
、
益
岡
普
涌
銀
行
の
取
引
先

土
hv預
り
た
る
預
金
は
、
線
計
、
一
一
一
白
六
十
億
園
で
あ
る
。
然
る
に
、
と
れ
ら
の
銀
行
が
、
預
ケ
金
と
し
て
も
つ
も
の
は
、
四
億
六

千
寓
国
で
あ
る
。
併
し
、
同
日
に
於
け
る
日
本
銀
行
一
般
預
金
位
、
三
億
三
千
二
百
寓
固
で
あ
っ
て
、
と
の
中
陀
は
、
普
通
銀
行
以

外
の
預
ケ
金
も
含
ま
れ
て
居
る
か
ら
、
品
品
目
『
開
銀
行
だ
け
の
も
白
を
切
離
し
て
計
算
す
れ
ば
、
透
に
と
れ
止

b
弘
小
網
と
を
る
で
あ
ら

う
。
も
し
も
、
二
百
六
十
億
固
の
預
金
が
、
全
部
賃
質
的
左
預
金
で
あ
り
、
且
つ
金
〈
運
用
せ
ら
れ
て
居
ち
た
い
の
で
あ

Z
左
ら

ば、

E

D
二
百
六
十
億
園
は
、
日
本
銀
行
に
於
砂
る
一
般
預
金
と
た
っ
て
居
る
が
、
若
し
〈
ぽ
、
現
金
と
左
っ
て
存
在
し
て
居
託
け



れ
ば
た
ら
ね
。
然
る
に
、
現
寅
は
さ
う
友
っ
て
居
泣
い
の
は

E
う
い
ふ
語
で
あ
る
か
?

二
百
六
十
億
園
の
、
預
金
と
し
て
銀
行
に
入
っ
た
資
金
白
一
部
は
、
閲
債
(
七
十
五
億
)
と
た
っ
て
居
り
、
ま
た
現
金
〈
十
一
億
園

|
|
己
の
中
に
は
翌
日
交
換
所
に
提
山
刊
せ
ち
れ
Z
手
形
小
切
手
類
を
合
む
)
と
し
て
保
有
せ
ら
れ
て
居
る
り
で
あ
る
。
モ
れ
に
し
て

も
、
倫
ほ
百
七
十
億
園
以
上
が
残
る
o

E「
れ
は
、

E
う
た
っ
て
居
る
か
?
そ
れ
が
縦
ひ
貸
出
さ
れ
た
も
り
で
あ
っ
て
も
ハ
質
質
的

資
金
で
あ
る
友
ら
ぽ
ー
ー
そ
れ
だ
砂
の
簿
碕
が
周
ゐ
ら
れ
た
も
白
で
あ
る
た
ら
ぽ
ー
ー
や
は
り
、
そ
れ
は
日
本
銀
行
φ

一
般
預
金
と

た
っ
て
居
ら
な
け
れ
ば
政
ら
む
筈
で
あ
る
。
然
る
に
、

一
般
預
金
は
三
億
三
千
二
百
寓
で
あ
る
か
ら
、
己
れ
を
更
に
差
引
い
た
残
額

入 j

百
七
十
六
億
園
程
の
も
の
は
、
寅
質
的
資
金
で
は
・
泣
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
左
は
ち
、
そ
白
一
瀬
は
欝
碕
を
用
ゐ
た
か
っ
た
資
金
で
、

車
に
銀
行
と
取
引
先
と
の
相
互
の
了
解
に
於
て
、
資
金
と
し
て
創
作
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
が
分
る
b

旗
百
ず
作
ぽ
、
'
E
れ
は

貫
質
的
資
金
が
預
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
は
左
〈
、
銀
行
が
貸
出
投
資
比
充
で
た
も
の
が
、
そ
り
・
宜
、
預
金
に
担
問
替
へ
ら
れ
た
も
の

に
外
た
ら
む
の
で
あ
る
。
銀
行
と
取
引
先
と
の
相
互
負
債
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
と
の
一
一
百
六
十
億
圏
の
預
金
に
見
合
ふ
勘
定
と
し
て
は
、
前
惑
の
園
債
、
預
ケ
金
也
現
金
の
外
に
、
そ
の
主
左
る

も
白
と
し
て
は
、
諸
貸
出
金
(
詮
書
貸
付
、
蛍
座
貸
越
、
割
引
手
形
、
ヨ
ー
ル
ロ

l

y
の
合
計
百
四
十
三
億
園
)
と
、
関
債
以
外
の
誇

象
投
資
h

地
方
債
、
外
園
詮
務
、
批
債
、
株
式
の
合
計
四
十
六
億
国
)
と
で
あ
る
。
己
白
二
つ
を
合
せ
ば
百
九
十
億
固
と
な
る
が
、
そ

の
中
の
二
十
億
園
涯
は
、
銀
行
白
一
沸
込
資
本
金
と
積
立
金
及
び
来
決
算
利
佳
金
が
振
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
百
七
十
億
園
は
、
預

金
と
た
っ
て
居
る
の
で
あ
る
喝
い
た
、
己
白
計
算
の
立
て
方
か
ら
す
れ
ぽ
、
三
十
億
回
程
の
梯
込
資
本
金
、
積
立
金
等
も
、
貸
出
金

。
振
替
へ
で
あ
る
と
見
た
け
れ
ば
た
ら
ね
。
ず
左
は
ち
、
預
金
額
の
七
割
三
歩
に
営
る
銀
行
の
運
用
資
金
な
る
も
の
は
、
寅
に
銀
行

と
取
引
先
と
り
相
互
了
解
に
よ
り
て
創
作
し
た
る
資
金
た
D
で
あ
る
。

.
普
誼
銀
行
自
特
性
と
そ
白
金
融
続
制

第
五
十
四
巻

カ4

書存

続

九
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普
遍
銀
行
自
特
性
L
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白
金
融
統
制

第
五
十
四
巻

O 

豊臣

鵠

O 

も
と
よ
り
、
と
れ
ほ
、
普
通
銀
行
全
般

εし
て
白
話
で
あ
る
。
特
定
の
銀
行
の
一
個
の
預
金
者
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
彼
は
、
銀
行

よ
り
借
入
れ
た
資
金
、
を
預
金
し
た
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
他
の
方
法
に
よ
り
て
融
通
を
受
け
た
資
金
を
預
金
し
た
も
D
で
も
な
い
で

あ
ら
う
。
併
し
、
彼
が
預
け
入
れ
た
資
金
を
彼
に
支
揚
っ
た
人
が
、
銀
行
か
ら
借
入
れ
で
そ
の
支
沸
ひ
を
な
し
た
D
で
あ
る
た
ら

ぽ
、
彼
の
預
金
は
や
は
り
借
り
入
れ
資
金
が
預
け
入
れ
ら
れ
た
の
に
外
左
ら
た
い
。
ゆ
ゑ
に
、
銀
行
会
般
を
一
っ
と
見
れ
ば
、
銀
行

か
ら
借
り
出
し
た
資
金
が
、
そ
己
に
預
サ
入
れ
ら
れ
る
乙
と
に
外
た
ら
左
い
。
そ
し
て
、
現
金
と
た
る
も
白
は
、
貸
出
さ
れ
た
る
資

金
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
銀
行
が
枇
債
株
式
を
買
入
れ
た
揚
合
に
も
、
そ
の
資
金
は
賓
手
に
よ
っ
て
預
金
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
ま
た
、
銀
行
が
、
預
金
と
し
て
受
け
入
れ
た
資
金
主
以
て
、
主
地
建
物
を
買
入
れ
た
揚
合
に
も
コ
モ
白
資
金
は
、
同
様
に
費
千

に
よ
っ
て
預
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

己
の
闘
係
に
よ
り
て
、
寅
質
的
資
金
は
簿
碕
と
し
て
用
ゐ
百
れ
て
、
l

貸
出
投
資
と
預
金
と
の
縛
換
を
反
復
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
銀
行
の
貸
出
投
資
も
、
預
金
も
英
大
な
る
額
に
膨
脹
す
る
り
で
あ
る
。
併
し
、
そ
白
膨
脹
は
、
も
と
よ
り
無
限
に
行
は

る
a
A

の
で
は
左
い
。
預
金
が
貸
出
投
資
に
充

τら
る
a
a

に
つ
い
て
は
、
先
づ
支
排
準
備
金
が
保
寵
さ
れ
て
居
た
け
れ
ば
た
ら
抱
白
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
闘
係
に
よ
り
、
貸
出
投
資
に
充
て
ら
れ
る
額
は
、

一
一
特
換
毎
に
少
〈
た
る
か
ら
で
あ
る
。

ぽ、

a

D
預
金
か
ら
は
、

い
ま
、
最
初
の
、
寅
質
的
た
(
貸
出
投
資
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
た
い
)
預
金
を

a
と
L
、
預
金
準
備
率
を
T

と
す
る
な
ら

胃
が
準
ぽ
金
と
し
て
保
留
せ
ら
れ
、

A
H
I
『
)
が
貸
附
さ
れ
る
ロ
、
己
白
凶
(
同
」
)
が
借
受
人
に
よ
り
て
支

携
は
れ
た
と
き
に
、
そ
り
受
領
者
は
、
己
れ
を
取
引
銀
行
に
預
け
入
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
預
け
入
れ
を
受
け
た
銀
行
は
、
更
に
、

世

(
H
l
円
)
同
を
準
備
と
し

τ留
保

L
、
釦

(
H
H
)
2
4
)

を
貸
出
す
と
と
が
出
来
る
。
か
〈
て
、

a
た
る
資
金
は
、

ζ

白
関
係
に
よ
り

て
、
敢
串
的
に
言
へ
ば
、



士(ご
)
i
l同
l
u円

l
H
l
戸
ユ

回一

(]T4『)

ま
で
膨
脹
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
己
の
中

a
だ
け
が
寅
質
的
資
金
で
あ
う
て

l
J
lー
は
、
銀
行
の
業
務
機
構
の
上
に
於
て

"+ω
白川
l

品
+
白
{
同
l
司)随+

創
作
せ
ら
れ
た
資
金
で
あ
る
。

資
金
白
膨
脹
に
は
、
更
に
経
済
上
に
限
界
が
あ
る
。
元
来
、
資
金
の
膨
脹
な
る
も
の
は
、
右
に
蓮
ぷ
る
如
〈
、
銀
行
の
貸
出
と
閥

聯
ナ
る
も
凸
で
あ
る
。
そ
し
て
貸
出
に
一
は
櫓
保
を
必
要
と
す
る
。
い
は
ゆ
る
無
捨
保
と
稽
せ
ら
れ
る
も
の
も
、
貨
は
、
借
受
人
白
返

済
能
力
を
信
棋
せ
し
む
る
に
足
る
所
の
、
何
等
か
D
も
白
川
存
在
す
る
己
と
が
、
前
提
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
る
る
。
そ
し
て
、
乙
の

何
等
か
D
も
D
と
い
ふ
は
、
要
す
る
に
、
搭
保
そ
白
も
白
と
同
様
に
、
生
産
物
か
、
若
し
〈
は
、
将
来
の
生
産
物
を
作
出
す
ペ
昔
生

産
力
か
、
に
凶
作
た
ら
た
い

D
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
貸
出
は
、
結
局
、
生
産
物
若
し
く
は
生
産
力
が
存
在
し
て
、
初
め
て
行
は
れ
得
る

も
白
と
見
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
と
き
は
、
貸
出
に
よ
っ
て
膨
脹
す
る
所
の
創
作
的
資
金
な
る
も
白
は
、
要
す
る
托
、
生
産
物
若

L
Eは
生
産
力
に
随
伴
し
て
生
宇
る
も
白
で
あ
っ
て
、
今
ア
」
れ
左
く
し
て
、
空
に
生
や
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
か
主
在
る
。
ゆ
ゑ

に
、
資
金
膨
肢
の
経
済
上
白
限
界
は
、
そ
の
枇
舎
に
於
け
る
生
産
力
及
び
生
産
物
で
あ
る
正
言
ム
己
と
が
出
来
る
。

そ
し

τ、
資
金
D
膨
脹
が
、
己
由
経
済
上
白
限
界
に
ま
で
遣
し
て
居
た
い
と
昔
は
、
金
融
は
緩
慢
な
の
で
あ
り
、
己
の
限
界
に
達

し
、
而
も
品
川
ほ
生
産
物
及
ぴ
生
産
力
に
徐
裕
が
あ
っ
て
、
貸
出
白
要
求
が
存
す
る
と
昔
は
、
金
融
は
逼
迫
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
資
金
の
膨
脹
が
経
済
上
白
限
界
に
達
し
、
而
も
資
金
白
需
要
が
倫
ほ
存
在
す
る
に
至
る
な
ら
ば
、
日
本
銀
行
に
よ
り
て
、
資
金

• 

h

が
供
給
せ
4

ら
れ
、
そ
れ
が
賞
質
的
資
金
と
し
て
、
ま
た
創
作
的
資
金
膨
肢
の
基
礎
と
た
る
D
で
あ
る
。

い
ま
、
我
が
圃
に
於
け
る
膨
脹
資
金
白
現
放
を
、
叡
め
て
概
要
的
に
言
へ
ば
、
~
昭
和
十
六
年
九
月
末
日
に
於
て
、
現
金
と
預
ケ
金

と
白
合
計
十
六
億
国
(
寅
際
は
、
己
の
中
主
り
日
本
銀
行
以
外
の
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
を
控
除
せ
ね
ば
な
ら
ね
の
で
あ
る
か
ら
、

普
遍
銀
行
白
特
性
と
そ

D
金

融

統

制

傍

五

十
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普
遍
銀
行
の
特
性
と
そ
白
金
融
続
制

第
一
雄

倫
ほ
若
干
少
額
で
あ
る
)
を
以
て
し
て
、
一
一
百
六
十
億
聞
の
預
金
に
ま
で
膨
脹
し
、
百
九
十
億
閣
の
貸
向
と
投
資
(
闘
債
以
外
)
を
友

今
日
白
我
が
普
通
銀
行
特
に
大
銀
行
の
機
能
に
よ
る
所
産
で
あ
る
。

第
五
十
四
巻

己
れ
は
、
専
ら
、

し
て
居
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
以
て
見
れ

ぽ
、
と
れ
ら
白
銀
行
が
如
何
に
、
そ
の
愛
達
し
た
る
機
能
を
以
て
、
創
作
的
に
資
金
D
供
給
を
悲
し
、
英
大
在
る
資
金
の
逗
穂
を
可

能
た
ら
し
め

τ居
る
か
を
知
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

四

普
通
銀
行
特
に
大
銀
行
が
、
我
が
金
融
機
構
の
裡
に
於
て
占
む
る
地
位
及
び
機
能
は
、
大
櫨
、
右
に
建
ぷ
る
所
を
以
て
説
明
し
得

た
と
と
ミ
思
品
。
普
通
銀
行
特
に
大
銀
行
に
封
ず
る
金
融
統
制
は
、
と
の
地
位
と
機
能
と
を
し
て
、
盆
々
よ
〈
そ
の
数
果
を
帯
血
揮
せ

し
め
、
開
業
連
帯
一
躍
的
に
、
園
家
的
要
請
に
臆
ム
ベ
〈
、
資
金
を
活
用
せ
し
む
る
に
あ
る
。
と
れ
ら
の
銀
行
が
、
金
融
上
陀
於
砂

• 

る
か
〈
D
如
き
地
位
と
機
能
と
を
よ
〈
自
覚
し
で
、
自
由
主
義
経
済
時
代
の
如
〈
、
替
利
本
位
白
立
場
よ
り
誼
賞
金
を
動
か
す
の
立
前

を
改
め
、
公
訴
を
本
位
と
し
て
、
園
家
白
要
請
に
廃
ふ
る
立
前
を
以
て
預
金
貸
向
投
資
の
業
務
に
蛍
る
た
ち
ぽ
、
更
に
、
そ
の
本
来

の
機
能
を
大
雪
〈
護
揮
す
る
乙
と
を
得
る
で
あ
ら
う
。
普
通
銀
行
圏
在
る
も
の
が
、
統
制
的
活
動
を
在
す
に
至
る
た
ら
ぽ
、
そ
白
自

治
的
統
制
の
基
本
方
針
は
、
正
に
此
鹿
に
置
か
る
べ
き
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

J

ナ
左
は
ち
、
異
に
遁
べ
た
る
統
制
の
準
則
に
由
り
、
従
前
の
如
く
、
各
種
の
古
性
議
に
於
け
る
任
意
の
金
業
に
貸
出
を
在
す
己
と

は
、
甚
だ
し
〈
制
限
せ
ら
れ
、
園
防
産
業
に
軍
輸
を
置
い
甲
山
、
主
と
し
て
、
と
れ
に
貸
出
を
た
す
と
と
L
取
る
か
ら
、
一
つ
の
銀
行

に
と
っ
て
は
、
そ
の
取
引
先
D
情
況
に
よ
り
、
と
き
と
し
て
遊
資
を
生
守
る
機
舎
が
起
る
も
の
と
見
託
け
れ
ば
左
ら
由
。
然
る
岨
朝
合

に
は
、

E
れ
を
閏
行
の
車
濁
白
運
用
資
金
と
見
る
と
と
た

C
、
同
業
涜
帯
一
種
的
友
る
資
金
と
見
て
、
速
か
に
、
と
れ
が
供
給
を
魚

ち
つ
k
あ
る
国
防
産
業
曾
枇
に
融
通
す
る
た
め
に
、
前
に
遁
吻
へ
た
る
シ
ン
デ
ィ
ケ
1
ト
ま
た
は
共
同
融
資
白
方
法
に
よ
り
て
活
用
す



る
D
で
あ
る
。
然
る
と
吉
は
、
そ
り
費
金
は
、
貸
出
さ
れ
て
後
、
ま
た
い
づ
れ
か
の
銀
行
D
預
金
と
な
り
、
前
遁
の
銀
行
機
構
上
の

機
能
に
よ
り
、
更
に
、
必
要
方
面
へ
白
投
資
に
用
ゐ
ら
れ
得
る
白
で
あ
っ
て
、
す
涯
は
ち
‘
シ
Y
デ
ィ
ケ
1
ト
ま
た
は
共
同
融
資
の

組
織
は
、
銀
行
白
機
能
主

Lτ
、
今
日
D
場
合
に
廃
し
て
、
愈

-Z貌
掠
せ
し
む
る
と
と
h
在
る
D
で
あ
る
。

次
に
、
賞
質
的
資
金
が
、
普
通
銀
行
に
入
り
来
る
揚
合
に
は
ー
、
必
や
そ
れ
は
|
|
現
金
の
形
に
於
で
存
在
し
た
い
な
ら
ば
1

1
日

本
銀
行
に
於
ザ
る
預
ケ
金
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
て
、
ま
も
花
、
普
通
銀
行
忙
於
て
、
港
資
が
生
A
Y
る
た
ら
ぽ
、
そ
れ
は
必
、

守
日
本
銀
行
に
於
砂
る
預
ケ
金
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
普
通
銀
行
の
資
金
を
日
本
銀
行
に
莱
め
る
が
た
め
白
統
制
と
い
ふ
己
と

は
無
用
で
あ
る
。

慨
に
、
乙
白
目
的
を
以
て
、
普
通
銀
行
の
預
金
準
備
怒
る
も
の
に
つ
昔
、
そ
D
割
合
を
公
定
し
、
1
E
れ
を
日
本
銀
行
に
頂
げ
し
む

る
己
と
与
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
現
金
の
支
梯
準
備
に
つ
い
て
の
己
主
で
た
い
。
現
金
準
備
は
、
営
該
銀
行
そ
白
も
白
が
、
持
っ
て

居
ら
友
け
れ
ば
、
意
味
を
設
さ
ね
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
そ
れ
は
結
局
、
交
換
尻
決
済
資
金
在
日
本
銀
行
陀
預
け
し
め
る
と
と
に

外
な
ら
ね
こ
と
与
な
る
。
然
る
に
、
か
ミ
る
こ
と
は
、
何
等
法
律
上
の
規
定
を
侠
っ
と
と
た
く
、
交
換
機
構
モ
白
も
白
h

現
在
の
仕

組
に
於
て
、
自
然
に
、
且
つ
必
然
に
、
行
は
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
若
し
、
そ
の
準
備
D
割
合
主
、
今
日
の
も
の
よ
り
大
た
ら
し

む
る
と
す
れ
ば
、
今
日
の
情
況
に
於
て
は
、
結
局
、
各
銀
行
は
、
園
債
買
入
れ
に
充
つ
る
所
の
、
日
本
銀
行
預
ケ
金
を
、
己
れ
に
振

向
け
る
の
外
に
方
法
は
な
い
。
今
日
に
於
て
は
、
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
る
寅
質
的
資
金
は
、
政
府
D
支
梯
資
金
が
王
友
る
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
J

日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
と
在
る
も
の
た
る
己
と
、
そ
し
て
壬
れ
が
泉
積
し
な
い
所
以
は
)
園
債
消
化
に
充

て
ら
れ
る
が
た
め
た
る
と
と
は
前
に
説
明
し
た
る
所
で
あ
る
。

ま
た
、
も
し
普
通
銀
行
の
資
金
を
日
本
銀
行
に
衆
め
る
目
的
を
以
て
、
普
通
銀
行
に
於
け
る
資
金
運
用
白
方
迭
と
量
額
と
を
制
限

替
担
銀
行
。
特
性
と
そ
由
金
融
統
制

第
五
十
回
春

静

雄



普
語
銀
行
白
特
性
と
そ
白
金
融
統
制

第
五
十
四
巻

四

第

掠

回

す
る
な
ら
ば

1
1
己
白
制
限
は
、
費
金
の
方
迭
を
規
正
し
、
不
急
産
業
ま
た
は
投
機
目
的
に
資
金
が
周
ゐ
ら
る
誌
と
と
手
一
抑
止
し
て

園
策
上
要
請
せ
ら
る
園
防
産
業
忙
向
は
し
む
る
た
め
に
は
、
必
要
注
る
こ
と
で
あ
る
が
ー
ー
そ
の
結
果
と
し
て
現
は
る
主
所
は
、
手

形
交
換
高
の
減
少
を
鷲
ら
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
が
増
加
す
る
と
い
ふ
乙
と
は
左
い
な

何
と
な
れ
ば
、
普
通
銀
行
の
貸
出
す
資
金
た
る
も
D
は
、
前
に
遁
べ
た
る
如
く
、
今
日
白
稜
達
し
た
る
金
融
機
構
に
於
て
は
、
各

銀
行
相
共
に
、
他
白
銀
行
の
貸
出
し
た
る
も
白
が
、
預
金
と
し
て
預
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
を
用
ゐ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
と

D
貸
出

を
制
限
す
る
一
な
ら
ば
、
手
形
交
換
所
忙
持
ち
出
さ
る
L
手
形
山
中
切
手
を
減
少
す
る
だ
け
で
あ
り
、
前
に
遁
ベ
た
る
創
作
的
な
る
費
金

の
膨
脹
を
抑
座
す
る
と
と
に
外
た
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
と
れ
に
よ
っ
で
遊
資
が
生
じ
、
そ
れ
が
用
途
が
友
苦
た
め
に
、
日
本
銀
行
に

預
ケ
入
れ
ら
れ
る
と
い
ふ
ゃ
う
忙
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
錯
畳
で
あ
る
。

日
本
銀
行
が
直
接
投
資
の
必
要
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
民
間
銀
行
よ
り
白
預
ケ
金
を
以
て
と
れ
に
充
て
る
の
で
は
泣
く
、
そ

の
袈
雰
作
用
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
左
す
り
で
あ
る
。
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
が
、
四
億
六
千
寓
園
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
日
本

銀
行
が
四
億
六
千
高
園
を
貸
出
投
資
に
充
で
た
と
し
て
も
、

一
般
預
金
の
四
億
六
千
高
圃
は
少
し
も
減
少
す
る
も
の
で
は
た
い
。
そ

の
頂
ケ
主
た
る
各
銀
行
は
、
依
然
と
し
て
、
と
れ
を
交
換
尻
決
桝
資
金
と
し
て
用
ゐ
る
と
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
各
銀
行
は
従
前
と

何
等
異
ら
ぎ
る
貸
出
投
資
を
た
す
こ
み
」
が

mw刑
る
。
す
左
は
ち
、
日
本
銀
行
の
貸
出
投
資
は
民
間
よ
り
の
預
ケ
金
を
以
て
す
る
の
で

は
な
〈
、
そ
の
自
ら
の
稜
朱
作
用
に
土
つ
で
と
れ
を
注
す
に
外
た
ら
自
の
で
あ
る
。

‘
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
は
、
預
ケ
主
た
Z
営
該
銀
行
自
ら
を
し
て
、
貸
出
投
資
に
充
て
し
む
る
の
外
に
途
は
泣
い
。
ま
た
そ

れ
で
左
け
れ
ば
、
と
の
預
ケ
金
を
貸
出
投
資
す
る
と
い
ム
意
味
を
友
さ
な
い
の
で
あ
る
。
普
通
銀
行
白
金
融
統
制
と
い
ふ
と
と
は
、

普
通
銀
行
の
資
金
を
日
本
銀
行
に
褒
め
て
、
日
本
銀
行
の
手
に
よ
っ
て
貸
向
投
資
に
充
て
る
と
い
ふ
己
と
で
は
友
〈
、
日
本
銀
行
の



指
導
の
下
に
、
普
遁
銀
行
自
ら
を
し
て

1
l或
は
シ

Y
デ
ィ
ケ

1
ト
を
作
担
、
或
は
共
同
融
資
白
方
法
に
よ
り
1
1貸
出
投
資
せ
し

む
る
己
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
ケ
金
を
、
各
銀
行
が
、
同
時
に
寸
貸
出
投
資
に
充
て
る
た
ち
ば
、
簡
に
述
べ
た
る
如
く
、
そ
の
最

大
部
分
は
、
手
形
交
換
機
構
に
於
て
、
交
換
相
殺
せ
ら
れ
、
賓
質
的
資
金
た
る
一
般
預
金
モ
の
も
の
が
、
貸
出
投
資
せ
ら
る
h
己
と

与
な
ら
守
し
て
、
創
作
的
資
金
が
、
貸
出
投
資
せ
ら
れ
た
結
果
と
左
る
の
で
あ
り
、

一
般
預
金
は
、
己
の
貸
出
投
資
D
反
輔
と
し
て

預
け
入
れ
ら
れ
る
預
金
の
支
沸
準
備
た
る
意
味
を
も
つ
も
白
と
法
る
の
で
あ
る
。

ゆ
ゑ
に
、
普
通
銀
行
の
金
融
統
制
た
る
も
の
は
、
嚢
に
遁
ペ
た
る
所
の
積
極
的
運
用
資
金
と
し
て
D
運
用
の
必
要
が
径
を
加
は
る

に
至
れ
ば
、
そ
の
費
益
を
、
自
由
運
用
資
金
及
び
消
極
的
運
用
資
金
と
し
て
用
ゐ
る
と
と
を
摩
輸
し
て
、
乙
の
積
極
的
運
用
資
金
に

益
々
多
く
用
ゐ
し
め
る
こ
と
に
、
日
本
銀
行
の
指
導
と
斡
旋
と
監
督
と
の
下
に
、
金
悌
統
制
囲
績
が
作
用
す
る
と
い
ム
と
と
に
棄
〈

る
白
で
あ
っ
て
、
そ
の
積
極
運
用
資
金
と
し
て
白
技
資
は
、
営
該
銀
行
を
し
て
モ
の
資
力
が
許
す
た
ら
ば
、
直
接
に
営
ら
し
め
て
も

よ
く
、
そ
の
資
力
が
許
さ
ぎ
れ
ば
、
シ
ン
デ
ィ
ケ

l
ト
を
作
り
、
ま
た
は
共
同
融
資
を
行
は
し
む
る
を
以
て
足
る
の
で
あ
る
。
と
の

/
 

揚
合
に
於
て
、
興
業
銀
行
と
協
力
す
る
の
必
要
を
見
る
己
と
多
か
る
べ
く
、
す
友
は
ち
、
地
方
銀
行
に
あ
り
で
は
w

興
業
債
容
を
引

受
貯
し
む
る
己
と
も
必
要
た
る
手
段
で
あ
り
、
大
銀
行
は
興
業
銀
行
へ
株
主
と
し
て
白
出
費
を
注
す
と
と
も
必
要
で
あ
り
、
シ
シ
ヂ

4

ケ
1
ト
ま
た
は
共
同
融
資
の
幹
事
銀
行
と
し
て
興
業
銀
行
の
機
能
在
中
心
に
活
動
す
る
己
と
も
必
要
と
な
る
で
あ
ら
う
。

キ

我
が
園
の
戦
時
金
融
統
制
に
つ
い
て
は
、
更
に
、
中
央
銀
行
た
る
日
本
銀
行
自
費
雰
作
用
に
於
け
る
、
市
中
金
融
の
統
制
を
遁
べ

た
け
れ
ば
左
ら
血
。
私
は
、
次
巨
興
へ
ら
る
h
機
舎
に
於
て
、

E
の
問
題
を
取
扱
ふ
で
あ
ら
う
。

、

普
遍
銀
行
田
特
性
と
そ
の
金
融
統
制

策
笠
十
四
巻

豆五

傍

観




